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11 時間 5分 
 
Eleven Hours and Five Minute 
 
 








 この11時間 5 分という数字は、飛行機のフライト時間で
はなく、今後、永久的に破られることが出来ない、とてつも
なく驚くべき記録がテニス界で生まれた。 




ブルス、ミックスダブルスの  3 種目が公式戦、まず、  0 
（ゼロ）のことをラブという、1 ポイント取ると、何故か15
（フィフティーン）と呼ぶ、2 ポイントは30（サーティ）、3 
ポイントは40（フォーティ）、4 ポイント先取で 1 ゲームと
なるが、何故か40－40（フォーティオール）とは云わず、




 6 ゲーム先取したほうが、1 セットを取り、6 － 6 ゲーム
になると、タイブレーク（12ポイント方式）が採用され、
先に 7 ポイント先取すれば、そのセットを取り、7 － 6 と記




 通常は男子・女子とも 3 セットマッチが標準で、2 セット
先にとれば勝ちですが、グランドスラム大会やデビスカップ
の男子は 5 セットマッチで、3 セットを先取しなければなら
ない、もしも 2 セットオールになれば、試合時間は長くなる。 
 キーワードは最終セット、全英はタイブレークがないとい
うことです。 
 タイブレークがないということは、6 － 6 ゲーム後は 2 
ゲーム連続先取なので 8 － 6 なら終了だが、 7 － 6 、7 － 7 、 
8 － 7 、 8 － 8 、 9 － 8 、 9 － 9 と延々と続く。 
 テニスの試合の時間を平均してみると、概ね 1 セットは
約30分前後で、ストレート勝ちの場合は 2 セット先取だか
ら、早ければ約 1 時間、少し接戦になれば 1 時間半、1 セッ
トオールでファイナルになると、約 1 時間半から 2 時間く
らいが平均である。2 時間以上は比較的長いマッチになる。 
 では、何故、今回、あのウインブルドンで11時間 5 分の
最長記録試合が行われたのか、現場検証をしてみましょう。 
 
2010年 ウインブルドン（全英選手権） 男子 シング
ルス 1 回戦 
 
選手：JOHN ISNER（米） 対 NIKOLAS MAHUT（フランス） 
  （ジョン・イスナー）25歳    （ニコラス・マユ）28歳 
ランキング 19位（2010年 7 月末）162位（2010年 7 月末） 
身長・体重 206cm 111kg    190cm 80kg 
 




は 2 セットオール  









         1 セットのみで 7 時間は、すでに異常な状
況である。 
 
 6 月24日（木）15時42分 同じ18番コートで第 5 セット59
－59から再開、約1時間後、16時48分 つ
いに70－68で終了 
合計 11時間 5 分 
 
詳細 トータルゲーム数 183ゲーム 
 （ 6 － 4 で10ゲームだから、約18セット分プレーしたこ
とになる） 
 最終セット（第 5 セット）の合計が 8 時間11分、これは
凄いことです。 
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 イスナー選手は  4 本のマッチポイントを逃している、
ファイナル10－ 9 で 1 本、33－32リードで 2 本、59－58
で 1 本。 
 両者連続168ゲームのサービスキープが続いた。 
 サービスエース イスナー選手 112本 

























 私自身、シングルスでは 4 時間や 5 時間は経験があり、
最後は両足に痙攣が来る感じで、辛い経験があります、全イ
タリア選手権（ローマ）でオーストラリアのジョン・ニュー








 私は第 1 試合、当時は 9 時開始くらいでした、田園クラ
ブハウス前のコートに入り、シングルスストレート勝ち、ダ
ブルスのために休憩や昼食時間があり、その後ダブルスを






 結果は、倉光選手が 9 －11、5 － 7 、6 － 2 、11－ 9 、9 














 第 1 試合 石井弥起選手対リー選手、5 セットファイナル 
8 －10で惜敗、 
 第 2 試合 本村剛一選手対ユン選手、5 セットファイナル 
6 － 4 で勝利。 
 終了したのは、金曜日の深夜になり体調を崩したのを覚え
ている。 







 1 位   11時間 5 分 イスナー（米）対マユ（仏）全英 1 回
戦 ‘10、6 月24日 
 
 2 位 6 時間33分 サントロ（仏）対クレモン（仏）全仏 1 
回戦 ‘04 
 
 3 位 6 時間22分 Ｊ・マッケンロー（米）対ビランデル
（スエーデン）デ杯 ‘82 
 
 4 位 6 時間21分 ベッカー（独）対 J・マッケンロー
（米）デ杯 ‘87 
 
 5 位 6 時間 4 分 スコッフ（オーストリア）対ビランデル
（スエーデン）デ杯 ‘89 
 
 6 位 5 時間59分 ステパネック（米）対カルロビッチ（ク
ロアチア）デ杯 ‘09 
 
 7 位 5 時間46分 クレモン（仏）対 ロセ（スイス）デ
杯 ’01      
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 8 位 5 時間45分 タヒリ（モロッコ）対ミュラー（ルクセ
ンブルグ） デ杯 
 
 9 位 5 時間31分 コレッチャ（スペイン）対ガムイ（アル
ゼンチン）全仏 3 回戦 ‘98 
 
10位 5 時間28分 ホルムス（米）対ウイッケン（米）全英 
2 回戦 ‘89 
 
最長記録トップ10選手の身長 
 1 ．208cm カルロビッチ 
 2 ．206cm イスナー 
 3 ．201cm ロセ 
 4 ．193cm ミュラー 
 5 ．190cm ベッカー 
 6 ．188cm ガムイ 
 7 ．185cm ステパネック 
 8 ．183cm ビランデル 




男 カルロビッチ 208cm  
女 ダベンポート 187cm 
  
※身長が 1 番低い選手 
男 4 フィート11インチ（150.7cm） 









女 4 フィート9.5インチ（148.1cm） 








あるので、2 回ランクインはありうること。今までの第 1 位





 1 ．日本人が始めてウインブルドンで優勝した選手 
男子 三木竜喜 1934年 ミックスダブル優勝（ラウンド）
（英） 
女子 沢松和子 1975年 女子ダブルス優勝（アン・キヨ
ムラ）（米） 
 
 2 ．最多優勝 
男子 単  7 勝 WC レンショー（BRI） 
      7 勝 P・サンプラス（米） 
      6 勝 R・フェデラー（スイス） 
      5 勝 HL・ドハティ（BRI） 
      5 勝 B・ボルグ（スエーデン） 
 
女子 単  9 勝 M・ナブラチロワ（チェコ・米）  
 
男子 複  9 勝 T・ウッドブレッジ（豪） 
 
女子 複 12勝 EM・ライアン（米） 
 
 3 ．単・複・混合 最多優勝回数 
男子 13勝 HLドハティ（BRI）単 5 勝 複・混合 8 勝 
 
女子 20勝 BJモフィット・LWキング（米）単 6 勝・女複
10勝・混合 4 勝 
   20勝 M・ナブラチロワ（チェコ・米）単 9 勝・女複 
7 勝・混合 4 勝 
 
 4 ．3 冠王（同じ年に単・複・混合の 3 種目優勝） 
男子 D・バッジ（米）    1937年・38年 2 回 
   RL・リッグス（米）  1939年 
   FA・セッジマン（豪） 1952年 
女子 SRF・レングレン（仏） 1920年・22年・26年 3 回 
   A・マーブル（米）   1939年 
   AL・ブロー（米）   1948年・50年 
   DJ・ハート（米）   1951年 
   LW・キング（米）   1967年・73年 
 
 5 ．最年少優勝 
男 単  B・ベッカー（独） 17才227日 
男 複  D・ラルストン（米） 17才341日 
女 単  C・ドット（BRI） 15才285日 
女 複  M・ヒギンス（スイス） 15才282日 
 
  最年少出場 
男 単  SBS・ウッズ（米） 15才231日 
男 複  SBS・ウッズ（米） 15才234日 
女 単  JM・カプリアッティ（米） 14才90日 
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女 複  KS・リナルディ（米） 14才91日 
 
 6 ．最年長優勝 
男 単  AW・ゴア（英） 41才182日 
男 複  GP・ムロイ（米） 43才226日 
女 単  A・ステリー（BRI） 37才282日 
女 複  EM・ライアン（米） 42才152日 
混合複 男S・ステュアート（米） 42才28日 
    女M・ナブラチロア（米） 46才261日 
 
  最年長出場 
男 単  MJG・リッチ（英） 55才247日 
男 複  JR・ボロトラ（仏） 65才317日 
女 単  AE・オニール（英） 54才304日 
女 複  CD・トーキー（英） 54才352日 
混合複  男JR・ボロトラ（仏） 64才304日 
     女AE・オニール（英） 55才304日 
 
 7 ．世界最速サービス 
男 アンディ・ロディック（米）146mph 234km 2004年 
女 ビーナス・ウイリアムス（米）129mph 206km 2008年 
 
 8 ．最短時間の決勝 
男 単 37分 WC・レンショー（英）vs ハーレイ（英） 
1881年  6 － 0 、 6 － 1 、 6 － 1 
 
女 単 23分 SRF・レングレン（仏）vs マロリー 1992








女性選手、アモリム（ブラジル）、1957年 女子単 2 回戦、 
6 － 3 、 4 － 6 、 6 － 1  
 




















  6 － 0 、 6 － 0 、 6 － 0 で 1 ゲームも与えない完璧な勝
利、日本は団子、団子というのは 0（ゼロ）は丸い団子に
似ているからという比喩的な表現法である。 
 男単は過去に16回、女単に関しては 2 セットが 6 － 0 、 6 
－ 0 ですから、かなりの回数です、125回。 
 
※兄弟対決（11回） 
 レンショウ兄弟 3 回 （1882年、83、89） 
 ミルン兄弟   2 回 （1884年、85） 
 ドハティ兄弟  1 回 （1898年） 
 ロウ兄弟    3 回 （1909年、19、12） 
 サンチェス兄弟 1 回 （1988年） 
 ローハス兄弟  1 回 （1988年） 
 
※姉妹対決（ 6 回） 
 ワトソン姉妹    1 回 （1884年 決勝） 
 シェリツ姉妹    1 回 （1966年） 
 ウイリアムス姉妹  4 回 （2000年、03、08、09） 

















ト 8 に残らなかった。 
 
※マッチポイント11回、逃れての勝利者  
 1966年の女子単 1 回戦、シュルッツ選手（独） 4 － 6 、
11－ 9 、12－10でリーフリング選手（仏）に勝利した。  
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※試合開始後、たった 1 ポイントプレーして棄権した男、
1995年男子ダブルス 2 回戦で、T・ホー（米）選手は、第 




準決勝、決勝ともに、 2 セットダウンからの逆転勝利。  
 
※日没最長時間 
 日系選手のアン・清村選手は1981年 6 月30日の女子複で




















ラースト 8 クラブ（Last 8 Club） 
 ウインブルドンでシングルスベスト 8  ダブルスベスト 4 










川廷栄一 （財）日本体育協会 副会長 
福井 烈 （財）日本体育協会 常務理事 
倉光哲  （財）日本テニス協会 理事待遇 
2010 Wimbledon Compendium （Alan Little） 
 
